
         我 が 家 の 花 達        2018年７月 23日 横林寛昉 

全国的に猛暑が続き、関東も 35～38℃と熱中症が心配です。軽井沢は、都心に比べ△10℃と言われ、朝は 20℃で日中でも 25～

28℃で日陰に入れば涼しいが今年は格別に暑い。しかし、我が家には、クーラーも扇風機も無い。 

軽井沢の庭は苔の庭が殆どだが、我が家は落葉樹が中心で木の合間に花を植えている。土地を購入した時、大木のニレの木（直

径 120㎝）とコブシ（高さ 30ｍ）の２本だけを残し、他は全て伐採して珍しい樹木を新たに植え込んだ。また、高山植物と山野

草の花園は動物から守るためにネットで巡らせ、夫々の花の特性に合わせて土の配合を講じている。当初、敷地の中にルリソウが

生存しておりこの花だけを残し、新たに珍しい花を全国から取り寄せ育てている。 

 毎日、庭にシジュウガラ・鶯・目白・ヒガラ・コガラ・ゴジュウガラ・キツツキなどの野鳥が遊びに来て、毎年ヒガラとシジュ

ウガラが数組巣箱でヒナを育てている。ヤマガラアは子育てで山奥に入り、秋には姿を見せてくれるだろう。 

また、あちこちでヒグラシが鳴き、早秋を呼び寄せている。夜、庭に出てみるとゲンジホタルが優雅に飛んでいた。軽井沢は、

ヘイケホタルだが、初めて庭でゲンジホタルを観た。 

      
玄関から庭を見る              高山植物・山野草の花園 

１． 珍しい花 

内地では咲かないと言われているレブンアツモリソウ（天然記念物、絶滅危惧種）が咲き、ヒマラヤ 5000mに咲いている

青いケシが咲くと花の好家が集まってくる。長野県松本市内にしか生存していないタデスミレは子孫が増えないことから天

然記念物の絶滅危惧種になっているが 10年目に種から新芽が出てきた。四国の那須町に生存している天然記念物の神領ユリ

とウチョウランを夏は軽井沢で冬は自宅で育てている。ポーランドに旅行した時、ワルシャワからショパンの生家に行く道

路上で見つけた可憐な花のキクニガナの根を持ち帰り４年目に咲いた。クロワチアのプリトワピッア国立公園で見た黄色ア

ザミをポーランドの知人に種を送ってもらったが、現地の花色は可憐だったがこちらはあせて種類が異なる様だ。 

              
レブンアツモリソウ  吉林アツモリソウ         緑花アツモリソウ            青いケシ 

      

      タデスミレ         神領ユリ          キクニガナ         黄花アザミ 

 

２． 高山植物 

 『軽井沢は標高 3000mですか？』と良く質問を受けるが海抜 1000mで、湿度が高いから乾燥地を好むコマクサやアツモリ 
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ソウを育てるのは極めて難しい。そこで、高山植物や山野草が好む土として、基本的には鹿沼土×30％＋赤玉土×30％＋腐

葉土×40％の配合とし、花によってはこの配合を変化させている。コマクサは、地下 50㎝まで深堀りし中に富士砂を中心に

少量の桐生砂＋赤玉土＋鹿沼土＋腐葉土を混合している。ガラバに生存しているコマクサだが、種がこぼれ新芽を出し毎年

咲いている。ハクサンイチゲ・ヒダカソウ・レブンソウ・ヒマラヤサクラソウ・ウメバチソウ・ゴゼンタチバナ・シラネア

オイ等、現地で咲いている環境を観察し、土の配合を研究している。肥料は、効き目の少ないマグアンプの粒子を少量巻

き、パイロゲン（赤塚物産製）を 100倍の水に薄め与えている。 

      

赤花と白花コマクサ    デカチドリ            レブンソウ        イワシャジン  

                

クロユリ       ヒメシャジン             シラネアオイ           ヒダカソウ 

 

３．山野草 

早春のフクジュソウ・カタクリを始め、散歩で採ってきた軽井沢町花のサクラソウに続きルリソウ・キンラン・ギンラン 

・カモメラン・イチリンソウ・紅花イチヤクソウ・白花イチヤクソウ・ウメバチソウなどが楽しませてくれる。昔は、散歩

道に山野草があったが今は中々見つからないが、今春散歩でカモメランを 50株程採った。秋に向けて、２年草のマツムシソ

ウ・フシコロセンノウ・フデリンドウ・エゾリンドウ・ワレモコ・ツリガネニンジン・ツリガネソウ・紅花イチヤクソウ・

黄花オダマキ・黄花ホトトギスなどが咲く。特に、今年はヤマアジサイ（別件ブログを作成予定）、アナベル、イワシャジン

が豊作で沢山の花を咲かせている。秋口に向けて咲くヒメシャジン・フシクロセンノウ・トリカブト・ハタザオ・キジョウ

ロホトトギス・トリカブトは種がこぼれ新芽が成長し花を咲いてくる。この他に、赤と白花のオイランソウ・色とりどりの

ギボシ・ニッコウキスゲ・フウロソウ・ベルガモット・ヒャクニチソウ・黄花ホトトギス・キジョウロホトトギス・白花ア

ザミ・ルリタマアザミ・赤花ニッコウキスゲ・オニユリ・クルマユリ・タカサゴユリ・ヤマユリなど次々に咲いてくる。 

                          

サクラソウ            ギンラン          ルリソウ          ユウスゲ 

    

イチリンソウ      オキナグサ       ギボシ       ムスカリ 
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❓           カモメラン         ニコウキスゲ         シオン 

    

   ベルガモット         ？           ワレモコ          ソバナ 

    

黄花オダマキ        フロックス       ピンクのアナベル       アナベル 

    

フシクロセンノウ       ダイコンソウ        シャクヤク        エイデルワイス 

    

？            道端で採る         ムスカリ          ？ 

 

木の実については別ブログで紹介予定だが、ブルーベリーが沢山熟したので収穫した。ブルーベリーは木が古い程味が良く、我

が家の木は樹齢 75年の大木である。 

           

  熟したブルーベリー               ブルベリーの収穫 

 

PS:名前の分からない花の名前（？）、ご存知の方は教えて頂ければ幸いです。 
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